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１．はじめに 
1.1 研究背景･目的   
 近年のグローバル化に伴い、地球規模でいわゆる｢グローバル人財１｣の育成が求められるよ
うになった。日本においても企業の海外展開の進展に伴い、グローバル人財の需要が高まって
いる。一方、アジア人財資金構想から留学生 30 万人計画への流れを受け、グローバル人材育
成推進会議２(2012)では日本人学生の海外留学とともに海外からの外国人留学生の受け入れを
促進し、この需要に戦略的に応えようとしている。そして、「グローバル人材の育成は政府・
行政関係者のみならず大学関係者・団体や企業関係者・経済団体などを主導的な基点とする一
つの社会的な運動として継続的な取り組みが必要」と締めくくっている。 
 一方、留学生教育･日本語教育の視点からは、日本語学習者の多くは学んだ日本語を使って
仕事をしていきたいと考えている。日本の大学･大学院に在籍している外国人留学生の 9 割が
日本での就職を希望しているというごく最近の調査もある３。 
 グローバル人財の要素については、「 チャレンジ精神、外国語によるコミュニケ―ション能
力、柔軟な異文化対応」 (経団連)４、「異文化との相乗効果による価値創出」(経産省・文科省)５ 
などがあげられているが、これらは、これからの社会を生き生きと生きていくために必要な要
素とも考える。 
 筆者は長年、留学生教育に携わっているが、留学生のニーズに応える意味でも、グローバル
人財育成という目的で、アカデミック・ジャパニーズとその延長としてのビジネス日本語の研
究と教育実践を行ってきた。そして、2008 年度より、上記要素の育成にも効果的と思われる
PBL６を留学生対象のビジネス日本語教育に取り入れ、ある程度の効果をあげてきたが（堀井
2010）、授業の不足点を改善し、より効果を高めるために 2009年度よりシニアサポーターの参
加と活動を導入している。 
ここでいうシニアサポーターとは， 2008 年から 2010 年までに筆者の開催･運営してきた 5
つの養成講座受講者で，団塊世代を中心とした仕事経験のある成人男女である。 
 シニアサポーターの PBL 授業への導入は、成人の日本人とのインターアクションを増やし，
異文化調整能力を育成するため，また，ビジネス日本語教育を日本語教師が行う際に不足しが
ちなビジネス現場の事情や企業文化についての知識と対応能力を補うためである。 
 本研究では、留学生を対象とした PBL授業へのシニアサポーター導入の経緯と 3年にわたる
実践を振り返り、その意義と課題を明らかにする。 
 現在、シニアサポーターの教育への導入、特に留学生教育、日本語教育への導入についての
先行研究はほとんど見られないが、留学生に対するビジネス日本語教育において、また、日本
人シニアの生涯学習という側面においても、本研究の成果から役立つことが生まれれば幸いで
ある。 
 
1.2 研究方法 
 本研究ではシニアサポーター活動を始めるまでの経緯を関連講座の募集要項や報告書など
を参考に示したのち、活動内容について、対象コースのカリキュラム、授業シラバス、当該 PBL
授業におけるシニアサポーター活動のためのオリエンテーションの記録を参考に述べ、最後に
学習者とシニアサポーター双方による授業の振り返り記述の分析などから、PBL 授業における
シニアサポーター活動を振り返り、考察をする。 
 
２．シニアサポーター導入の経緯 
2.1 コースの課題 
 武蔵野大学では 2006 年、大学院人間社会・文化研究科言語文化専攻(現：言語文化研究科)
に、社会ニーズの高まってきた高度外国人材育成のためのビジネス日本語コースを設置してい
る。そのカリキュラムでは問題発見解決能力、異文化調整能力をも含んだ広義のビジネス日本
語能力を育成することを目標とし、ロールプレイや PBLなども取り入れた授業を展開してきた
(堀井 2008)。 
 しかし、このコースは留学生のみが対象のコースであるため、外部とのインターアクション
を取り入れたり、インターンシップで留学生が日本人と接する機会はあるが、また、大学内に
はたくさんの日本人学生がいるが、将来コースの留学生が接触場面を持つであろうビジネス経
験のある日本人との接点が不足しているのが課題であった。そんな中、コースにおける口頭表
現科目担当の非常勤講師からシニア活用の提案があった。 
2.2 講座開講 
 折から、筆者は大学の生涯学習講座における短歌講座担当の依頼を受けたので、あわせて、
生涯学習として｢大学の留学生をサポートするボランティアのための講座｣の開講を提案、了解
が得られ 2008年 6月、5回からなる第 1回講座が以下の内容で開講された。 
 
講座の趣旨  日本の大学で学ぶ外国人留学生は現在 13万人いるが、その留学生たちの会
話相手として、また日本事情や日本のビジネス事情の紹介相手として大学の
演習科目にボランティアとして参加することは、今まで気づかなかった日本
語や日本についての認識を高めるとともに、社会貢献ともなる。留学生にと
って有効なボランティアになるために必要なものを身につける講座。講座終
了後、武蔵野大学の留学生演習科目へのボランティアへの応募も可。 
各回の内容 ①6月 10日： 留学生の現状と留学生のニーズ 
②6月 17日： 留学生と接するために異文化コミュニケーションを知ろう 
③6月 24日： 留学生と接するために日本語教育の基礎を知ろう 
④7月 8日： ビジネス日本語教育の基礎を知ろう 
⑤7月 15日： 留学生サポーターのためのエポケー実習 
 武蔵野大学生涯学習講座(2008)募集要項より 
  この講座は 2009年度も開催されたが、平行して平成 20，21，22年に大学として採択され
た文化庁委託事業｢生活者としての外国人｣のための日本語教育事業｢仕事をする外国人をサポ
ートするボランティア育成講座｣において、筆者の他 4 名の講師の協力を得、同様の趣旨にそ
って、以下のように６ヶ月の講座として、３年間にわたり拡大実施された。 
実施場所：武蔵野大学三鷹サテライト教室 
日程：毎年 10月から 3月までの 6ヶ月間  
内容：講義、ワークショップ、実習、振り返り あわせて計 45時間 
スケジュール： 
回 内容 
1 講義 オリエンテーション               
2・3 講義 仕事をする外国人の現状、ケーススタディ                    
4-13 
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
仕事をする外国人の現状、仕事をする外国人のための日本語教育 
仕事をする外国人のための日本語教材、ビジネス日本語教育の基礎 
14-15 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 仕事をする外国人をサポートするための異文化コミュニケーション 
16 講義 プレゼン発表・サポート実習の事前学習(講座のまとめ、実習の説明） 
17-20 
集中授業 
サポート実習とその振りかえり：実際の外国人にサポート実習をし、改
善のための振りかえりの仕方を考える 
21 意見交換会 講座のまとめと意見交換 
詳細は以下の報告書を参照されたい。 
http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/kyouiku/seikatsusya/h22/pdf/h22_volunteer_tokyo_05.pdf 
2.3 講座からサポーター登録へ 
この講座を通して、受講者たちは留学生の実態と彼らが何を求めているかのニーズを知り、
それに応えていくためにはどんな力が必要かを理解し、ワークショップでその力を身につけて
いくことが求められた。あわせて、実際に留学生をサポートするための実習も行われた。 
講座では生涯学習の視点からも、特に以下が強調された。 
（1）サポーターに求められるもの：①よく聞く、ともに考える、支える姿勢 ②サポーター
自身がステレオタイプに気づき文化相対主義を受け入れる ③サポーター自身の変容と成長 
（2）サポーターの勘違いへの警告：①「教えなくては」という使命から結果的に学習者の発
話量の低下を招くこと ②リアリティの提示：教材としてのコンテンツではなく実際、本当の
話の提示 ③授業以外の場での親切の押し売り 
講座終了後、希望者に対して武蔵野大学シニアサポーター(以下随時 SS)としての登録を行っ
た。登録者数は以下である。(一部、重複受講者がいる) 
なお、SS登録をしなかった受講者の多くは、それ以前から、または受講後、地域や日本語学
校などで活動をしていることが伝えられている。 
 ボランティア講座 文化庁講座 
年度 2008年度 2009年度 2008年度 2009年度 2010年度 
受講者数 11 12 30 4 13 
SS登録者数 ４ 5 8 2 7 
 
2.4 シニアサポーターの定義 
堀井(2009a)ではシニアサポーターを「留学生を日本語学習を中心にサポートする市民」と
し、武蔵野大学ビジネス日本語コースにおけるシニアサポーターについては、武蔵野大学生涯
学習講座｢大学における留学生をサポートするためのボランティア講座｣または、武蔵野大学文
化庁委託｢仕事をする外国人をサポートするためのボランティア講座｣を受講、修了したビジネ
ス経験のある市民であることが望ましいとしている。仕事経験のある日本人ならだれでもよい
というのではなく、留学生に対するシニアサポーターの役割について十分な理解を持っていて
ほしいからである。 
シニアボランティアとせずにシニアサポーターとしたのは「学習者（留学生）が日本語を使
って主体的/自律的に自己実現するために学習者の中から可能性を引き出しそしてサポートす
る」さらに「（日本語を使って）共に楽しく生き生きと社会に貢献していける人へのサポート」
の役割を期待しているからである。 
なお、シニア・サポートは無償ボランティア活動として行われている。 
団塊の世代だけでも約 7000万人、60歳代に広げれば日本の人口のほぼ 15％を占めるというシ
ニア世代が、生涯学習講座を経て、SS 活動に加わることは、退職後、または、晩年の楽しい、
そして意義のある社会貢献の一つとなると考えるからである。 
 また、生涯学習講座は大学近隣の市民が参加しているため、交通費の負担もほとんどかから
ないと考えたからであるが、この点については、その後、大学院が置かれるキャンパスが移転
したため、課題としている。 
 
３． シニアサポーター活動 
3.1 カリキュラム上の位置づけ 
 2008 年開講の講座を経て 2008 年後期よりコース担当教員の希望を募り、以下の科目におい
て、SSの参加を依頼した。 
１． ビジネス日本語演習１AB(口頭表現)におけるロールプレイ時の相手として 
２． ビジネス日本語演習４AB(総合)におけるプロジェクトチームの一員として 
 これらの科目は、武蔵野大学言語文化研究科言語文化専攻ビジネス日本語コース全体のカリ
キュラムの中では以下のような位置づけとなる。なお、学習者の日本語レベルは JLPT N1 相
当である。また、ほとんどが中国語を母語とする学習者である。 
ビジネス日本語 
科目群 
ビジネス日本語演習１(会話･口頭練習)AB  
ビジネス日本語演習２(読解)AB 
ビジネス日本語演習３(文書)ABCD 
ビジネス日本語演習４(総合)ABCD 
ビジネス日本語情報処理 
ビジネス科目群 日本ビジネス特別講義 
日本企業概説 
企業文化研究 
インターンシップ（事前研究含む） 
特定課題研究 ビジネス日本語ゼミ 
特定課題研究演習・特定課題研究成果 
 
3.2 コーディネーターの役割 
SS活動を進めるにあたり、ビジネス経験が豊富、かつ、退職後、大学院で日本語教育を修め、
ビジネス日本語コース開講当初から TA として関わり、ボランティア講座の講師ともなって活
躍してくれていたシニアに SS活動のコーディネーターを依頼している。 
コーディネーターは、単なる連絡役ではなく、現場の状況・活動の趣旨を理解し、参加者間
や授業担当者と参加者の連携・協働を深め、主体的に活動を推進していく役割を担っている。 
具体的には、授業担当者と連絡を取り、授業シラバスのどこに SS 活動を入れるかを決め、
登録者の中から各期の活動参加希望者を募り、クラスに配置、オリエンテーションやフィード
 
 
バックミーティングなどを含め、諸連絡を行っている。人数や場合に応じて SS 役を担うこと
もある。SS活動が、スムーズに、学習者からの高い評価を得て進められているのは適切なコー
ディネーターの存在に帰すること大である。 
 
3.3  オリエンテーションとフィードバックミーティング 
 SS活動の開始時には担当教員からシニアサポーターに向けてオリテーションを行い、活動の
趣旨の確認、その期の学生の様子や SS の事情などについて情報交換をしている。また、各期
の授業日程が終了する最終回には、振り返りミーティングを持ち、意見交換を行っている。こ
こでは、活動や授業についての改善案も出されている。 
 
3.4 活動の概要 
 SS活動を取り入れた授業には口頭表現と総合の 2つがあるが、本稿では筆者の担当している
総合の PBL授業に関する SS活動について述べる。 
この授業はアジア人財資金構想カリキュラムマネージメントセンター委員として筆者が委
託を受け、他の教員と作成した PBL教材７２つを使用している。 
 授業内容と流れなどについては堀井(2010)に詳しく述べているが、この授業への SS 活動の
導入は授業の方針、シニアや大学の事情により年度によって違っている。 
2011年度後期の筆者担当クラスには以下のように全部の回にわたって SSの参加があった。 
 
コンビニ新規店舗企画プロジェクト 
  内容 SS活動 授業外 
1 オリエンテーション、コンビニを出店しよう  
クラス 
サポート 
（オリエンテーション） 
2 コンビニの基礎を知ろう(戦後日本経済史、流通業基礎知識）   コーヒータイム 
3 流通の基礎を知ろう（流通の役割・通販）    
4 コンビニ・ビジネスパーソンの講演を聴こう・お礼状     
5 コンビニの仕事を知ろう           コーヒータイム 
6 フランチャイズについて知ろう          
7 情報とその集め方について知ろう        
チーム 
サポート 
  
8 新規出店のための調査をしよう      
9 分析：調査をまとめよう   コーヒータイム 
10 企画・立案：新規出店企画発表の準備をしよう(１)招待状    
11 新規出店企画発表の準備をしよう(２)    
12 プレゼンテーション：新規出店企画発表のリハーサルをしよう コーヒータイム 
13 新規出店企画をプレゼンテーションしよう １  プレゼン 
評価 
  
14 新規出店企画をプレゼンテーションしよう ２ （フィードバックM） 
15 評価・振り返りをしよう      
   
 前半はクラス全体のサポート、後半はプロジェクトチームの一員として一つに入ってのチー
ムサポート、最後の 2回はプレゼンテーションの評価者として参加を依頼した。 
2012前期は以下のように後半のプロジェクト部分とプレゼン評価のみの SS活動とした。 
 
団塊世代向商品企画プロジェクト 
1 オリエンテーション：団塊世代向けヒット商品を開発・輸入しよう   
2 基礎知識の習得：商社について知ろう   
3 貿易業の基礎を知ろう/団塊世代について知ろう   
4 分析：団塊世代向けヒット商品を分析しよう    
5 企画立案：自分の企画を発表してみよう    
6 チームで商品を企画しよう 
チームサポート 
(オリエンテーション) 
7 情報収集・調査：商社ビジネスパーソンの講演を聴こう 商社講演 
8 商品の企画立案を練ろう  
チーム 
サポート 
9 商品の企画立案を練ろう  
10 広告やホームページについて知ろう 
11 ホームページを作成しよう 
12 商品企画発表の準備をしよう・リハーサルをしよう 
13 商品企画をプレゼンテーションをしよう ① プレゼン 
評価 14 商品企画をプレゼンテーションをしよう ② 
15 評価・振り返りをしよう   (フィードバックM) 
 
3.5 付随的活動・成果 
 PBL授業への SS活動から発展したものとして、教材に組み込まれている専門家による講演を
SSの経歴を生かして依頼したり(謝金あり)、プロジェクト最後の学習者によるプレゼンテーシ
ョンの評価を依頼したものがある。また、SSからの提案で、授業後、希望者を対象に自由なお
しゃべりをするコーヒータイムが開催されている。 
 なお、会話・口頭表現担当教員が開発したロールプレイ教材が SS活動で試行され、『ロール
プレイで学ぶビジネス日本語』として出版され、好評を得ていることも特筆されよう。 
 
４．学生の振り返り記述から 
当該授業では毎回の授業シートの最後に「今日の授業で学んだこと、気づいたこと、感想、
つぶやき」という学習者の振り返りを記述する欄があり、学習者は授業後その部分を提出して
いる。また、各期末レポートの中で、授業全体の振り返りを課している。本稿では 2011 年度
後期と 2012年度前期の授業後の振り返り、また、期末振り返りにおける「シニアサポーターが
いることで気づいたこと学んだこと」についての学習者の記述から、SS活動に関する学習者の気
づき・学びを分析し 5つのカテゴリーを抽出した。 
（１）シニアのビジネス経験・社会経験によるもの 
▼自分は経験が少ないので、初めは非現実的なアイデアしか出せなかったが、SSのアドバイス
によって現実的なものとなった。▼ターゲットの絞り方、セールスポイントの出し方などを指
摘してもらった。▼商売のコツを教えてくれ、良い勉強になった。プロジェクトを完成するため、
多様な提案をしてくれた。非常に良いと思った。▼私たちの考え方は簡単すぎる。例えば、私たち
は結婚相手が見つかれば、幸せになると考えていたが、SSの経験からは必ずしもそうではないことがわ
かった。ヒット商品を作るにはニーズに合わないと、どんなにいいアイディアや商品でも、売れないだ
ろう。▼たくさんの分からないことがSSに聞ける。彼らの経験は宝物だ。 
（２）リアリティのあるコミュニケーションの相手であること 
▼自分は留学生として、日本に滞在していても、このように日本語を話すチャンスがなかなか
なくて、特にビジネスやいろいろな経験の豊かな方々とのコミュニケーションはなおさらです。
企画の段階から最後のプレゼンテーションまで SS の方々からいろいろ助言及びアドバイスし
ていただき、とても助かったと思います。▼生で意見を聞くことができてよかったです。▼団
塊世代の方もいるので、私たちの企画のマイナス面をよく分析してくれた。▼多様なアドバイ
スを頂いて、ありがたいです。自然な日本語を学んだ一方、常識と知識が(ママ)教えていただい
て、感謝です。▼交流を通して、日本語能力を高めた。また、視野を広めた。▼会話練習のいいチ
ャンスだと思います。また、シニアの方ですから、できるだけ敬語を使うことが(ママ)気づきまし
た。もう１つは、授業中、シニアの方がいらっしゃるので、積極性も高いと思います。▼まず、日
本語の使い方と漢字の読み方です。そして年齢差があるのも、考える立場も、考え方もかなり
違います。それを取り入れて良い企画になります。 
（３）日本人の視点を知ることができる 
▼日本人の視点、日本人はどう思うかなどが自然に伝わった。▼日本人の見方で中国人のプレ
ゼンがどう見えるかがわかり勉強になった。▼サポーターと交流しながら異文化を肌で感じるほ
か、体験的な学習を通して、問題点を理解するなど、教科書だけでは得られないものを得られま
した。一緒に過ごす時間を大切にします。 
（４）創生 
▼共に活動することで良いアイディアが生まれた。▼SSの方と私たちの考え方を合わせること
で、とても良いアイディアが生まれた。▼自分達とは違うものの見方をしていて面白かった。 
▼自分が考えていなかったことに気がついた。 
（５）サポート・スキャフォールディング 
▼SSの方といると、安心感がありました。▼楽しかったです。内容がよくわかりました。 
▼SSの方々のおかげで議論が活発になった。▼教室の雰囲気がとても活き活きしていました。 
▼SSたちが本当に全力を尽くして私たちを協力してくれた。本当に感謝しております。▼非常に親
切で、本当にありがたいです。 
 
５．シニアサポーターの振り返り記述から 
当該授業では、コーディネーターを通し毎回の授業の感想をメール添付で送ることを依頼し
ている。感想の項目は（１）授業全体についての印象、（２）学生の発話などについて、（３）
ご自身の活動について（振り返り）、（４）その他お気づきなったこと：（ご意見・ご提案）で
ある。任意であるが、おおむねほとんどの SSが感想を送っている。 
本稿では 2012年度前期の SS感想記述とフィードバックミーティング記録から紙面の都合上、
課題となりそうな記述をいくつかあげる。2012年度前期は 8名の SSが活動に参加した。SS活
動当初から参加している者を含め、今回初参加の 1名以外は活動経験者である。 
 
▼できるだけ院生のアイデアによる企画となるようにサポーターのアドバイスは少ない方が
良いのだが、これが想像以上に難しいことをいつも感じています。(初参加) 
▼一般的に「商品企画」の業務は、企業内でも極めて限定された専門スタッフが参画し、頭と
足を使い七転八倒しながら研究して形になっていく。それでも実現するのは 100件中で数件と
いわれる。このような困難さを考慮すれば、“ユニーク”で“インパクト”のある企画を学生
達に期待するのは分かるが、全面否定的なコメントは少し厳し過ぎるように思われる。従って
サポーター側からは、基本案の骨を壊すことなく肉付けの部分でのアドバイスが適当だろう。
(ミーティング記録) 
▼サポーターが熱心なのはいいが、深入りしすぎるとサポーター色のでた企画になりやすい。 
▼学生の授業ですから、最後は学生が考えた内容で発表することになりますから、サポートは
それまでで、それが限界とも言えます。それでよいのだと思います。 
▼発音や読みが違った場合、院生達の話の途中であっても注意して修正させるべきか、または
話題が一区切り終了するまで待つべきか悩む所です。そして話題が一区切りついた時点で注意
する場合、時機を得ない、なんともぼやけた注意となることも多いことも実感しています。 
▼他のシニアのご意見で、大学院生なのだからもっと正しい日本語を使うべきとのご指摘があ
りますが、大学や日本語学校で勉強し、実力(ママ：日本語能力？)試験１級に合格していたか
らといって、数年でほぼ正しい日本語を使えることは無理だろうと思います。特に前後の言
葉・文により、助詞は大変に難しい。日本にある程度の年数住み、日本人と会話をし、文を相
当数書かなければ到底できることではないと思います。  
６．考察    
 学習者の振り返り記述からは、SS活動導入の当初の目的である「成人の日本人とのインター
アクションを増やし，異文化調整能力を育成する」また，「ビジネス現場の事情や企業文化に
ついての知識と対応能力を補う」ことがある程度達成されていることがわかる。 
 また、これはビジネス日本語コースの目的「留学生にとって、日本語によるビジネス・コミ
ュニケーション能力を身につけ、高度職業人として国際的企業などで活躍できる人材となるた
めには、実践的かつ高度な日本語コミュニケーション能力と日本のビジネス文化の理解、そし
て問題発見解決能力が必要です。それらを養成する理論と実践が一体となった教育システムが
ビジネス日本語コースです。」(大学ＨＰより) 達成にも合致しているといえよう。 
PBLにおいて、ともするとリアリティのない「ごっこ」になってしまいがちな点を、社会経 
験・ビジネス経験のある SS の存在が現実のビジネス社会にありうる企画なのか判断していく
ことで回避できる。また、留学生だけであれば自然と母語で行われてしまいがちなやり取りを
日本人である SS が加わることで、敬語も含めたビジネス日本語が実際使用される。SS に通じ
るかどうか、適切な表現であるかの確認もできるのである。 
 SSの常に持つどこまでサポートをしたらよいかという疑問に対して、学習者にはサポートを
受けながら自律的に学習していくことの大切さに気づいている以下の記述もあった。 
▼一方、私たちは、SS に頼りすぎた気がします。でも、今回の SS から本物のやり方を学び、
社会人に一歩づついた気がします。感謝しています。▼SSが授業に参加いてくれて、とてもあ
りがたいですが、SSはみんなそれぞれの考え方があって、時には誰の意見を聞いたらいいのか
わからなくて、困ったこともあります。その時は自分が考えて判断する力が必要だと思います。 
 
また、SSの正しい日本語へのこだわりや、以下のような記述については、フィードバックミ
ーティングで PBLの趣旨に照らし話し合ってみた。 
▼日本語を日本語らしく話せる学生さんは多くはなく、相当声を出して練習をして、日本人に
何度もチェックしてもらわないと無理です。そこまではしていないでしょう。 
▼中国人の特徴なのか自分の意見を曲げないようで、言い訳に聞こえる回答が見られました。
それでは相手に不快感を与えるので、まずは相手の意見を素直に聞き入れ、その上で自分の意
見を述べることを練習してほしいです。（おっしゃることはわかりますが、私はこう思う・・・。
貴重な意見をありがとうございます。参考にします。等） 
  
豊かな海外経験・仕事経験を含め、多様な経歴、価値観、性格の SS が複数いることは学習者
にとっては社会へのソフトランディングに役立つと思われる。 
 
７．おわりに 
動態的で多様性を高める現代における教育としては、PBLもそうであるが、SS活動の導入に 
ついても試行錯誤をしながら改善を続けていくことが重要であると感じている。その意味では、
学習者と、SSと、そして担当教員の三者が、絶えず振り返りをしながら活動をしていくことが
求められる。 
 担当教員にとっては、SS活動の導入は、見方によっては楽ができるように見えるかもしれな
いが、むしろ大変さは増える。有能な社会人が何人も教室にいるのであるから、緊張感も高ま
るし、学習者だけでなく、彼らの効力感も高まるような環境設定、授業運営を継続していかな
ければならない。しかし、この活動によって学習者、SS, 教員の中から生まれる学びには大
きな意義があると考えている。 
 SS 活動を導入した PBL には、社会人基礎力（前に踏み出す力、考え抜く力、チームワーク）
を含め、グローバル人材の要件である、チャレンジ精神、外国語によるコミュニケ―ション能
力、柔軟な異文化対応力を育成し、異文化との相乗効果による価値創出を生み出す可能性が多
いにある。 
 また、振り返り記述から、学習者、SS,教員にとってモティベーションにつながる効力感を
感じることができる枠組みになる可能性も高いと考えられる。この活動を振り返ることで、筆
者もコースの意義を改めて感じることができた。 
 今後の課題としては、 
（１） SSの確保：キャンパス移転に伴い、また、例年、諸事情で活動を続けられなくなる SS
も出てくるので対策が必要である。 
（２） SS活動のモデル化：他でも応用できるように研究をつづけモデル化して発信する。 
を考えている。 
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